
工事発注時における参考明細書の取り扱いについて

（積算参考資料の見方）

工事発注時の「参考明細書」について以下のとおり改定します。

１ 基本事項

「参考明細書」に替わる参考図書として「積算参考資料」を整備します。

２ 積算参考資料

① 積算参考資料については，工事数量表の基礎資料となるもので，

契約図書の扱いとしません。

② 積算参考資料の明示数量は，見積の参考に用いることを目的とし，

設計変更は仕様書・工事数量表・設計図面によります。

よって，配布する積算参考資料は設計変更の対象としません。

③ 閲覧図書の設計図面袋に積算参考資料を添付（図面タイトルには

記載しない）します。

※ 工事数量表については契約図書となるもので，現場条件等の変更

が生じた場合，工事数量表の明示数量は設計変更の対象となりま

す。

２ 積算参考資料を使用する対象工種

積算参考資料を使用する対象工種は一般土木工事とします。

施設機械工事，委託業務は従来の「参考明細書」を使用します。

３ 適用時期

① 平成２４年４月１日以降に発注する請負工事・委託業務に適用し

ます。
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積算参考資料の見方について
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しています。（赤線で標記した部分）
・「①」については，「整地工（基盤切盛・畦畔築立・基盤整地）」の１ｈａ当たりを算出するのに「ほ場整備工（基盤造成・畦畔築立）」の歩掛を使用し１ｈａ当たりを算出

①

 



・「②」については，旧水路２号埋立ての１００ｍ当たりを算出するのに「不良土掘削，溝畔掘削（埋戻転用），搬入土，敷均・締固工（ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ敷均・締固め）」の歩掛を
使用し１００ｍ当たりを算出しています。（赤線で標記した部分）
・「旧水路２号埋立て」のうち搬入土について，搬入土の１００ｍ3当たりを算出するのに「山砂」の単価を使用し１００ｍ3当たりを算出しています。（青線で標記した部分）
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・「③」については，支線道路工４号（第１種）の１００ｍ当たりを算出するのに「機械掘削（盛り土転用），敷均・締固工（ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ敷均・締固め），成形工（機械法面整形），
整形工（機械法面整形）」の歩掛を使用し１００ｍ当たりを算出しています。（赤線で標記した部分）
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